
立正大学・経営学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８７

挑戦的研究（萌芽）

2022～2019

人・AI混在環境における人の道徳判断基準の進化の解明

Evolution of human moral judgement criteria in mixed human-AI environments

７０３２８５７４研究者番号：

山本　仁志（Yamamoto, Hitoshi）

研究期間：

１９Ｋ２１５７０

年 月 日現在  ５   ６ １９

円     4,800,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題では人間の行動メカニズムを明らかにする被験者実験と、人々の行動モデ
ルの理論的妥当性や異なる環境下での振る舞いを予測するためのエージェントシミュレーションを併せて用いる
ことで、理論・実践の両面から総合的に検討をおこなった。本研究課題の最大の目的である人・AI共存下での道
徳判断基準の進化についてはこの状況に着目し、様々な状況を想定したシナリオ実験を中心に人・AI共存環境に
おける人の同党判断基準ならびにAIの判断の受容過程について分析した。

研究成果の概要（英文）：In the research project, we conducted a comprehensive study from both 
theoretical and practical perspectives, using subject experiments to clarify the mechanisms of human
 behavior and agent simulations to predict the theoretical validity of human behavior models and 
behavior under different environments. The evolution of moral judgment criteria under human-AI 
coexistence, which is the main objective of this research project, was focused on this situation, 
and the process of acceptance of human party judgment criteria and AI judgment in human-AI 
coexistence environments were analyzed, focusing on scenario experiments assuming a variety of 
situations.

研究分野： 社会情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の学術的・社会的意義は課題の速報的重要性と学術的知見の蓄積が未整備であるという現状である。
人の道徳判断基準や向社会的行動の要因を探る研究は古くから社会心理学分野を中心に研究が蓄積されてきた。
しかし人間より多くの情報を高度に処理する主体が存在するという環境は近年になって人類が初めて直面したも
のである。そこで本研究課題では人が判断を保留ないし迷う状況下で下される善悪判断が、AIと人間の混在環境
下でどのように進化しうるかをシミュレーション、被験者実験を通じて明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

人とAIが共存することで人間の行動戦略が変化することは経済市場を模した実験においても

観察されている[1]。つまり限定合理的な人間だけが存在する社会における行動と、人から見て

はるかに合理的な AI が存在する時の行動は異なることが予測できる。急速な技術の発展により

経済的判断に限らず、道徳的判断が必要な場面に活用される日は遠くないことが予見できる。申

請者は人のみが存在する環境における道徳判断基準の実験[2]を実施する中で AI 混在環境にお

ける人の振舞の分析が重要であることに思い至った。 

また、AI が社会に普及する過程で人の持つ価値観や評価基準がどのように変容していくのか

は社会的要請の大きい喫緊の課題である。一例を挙げると 2018 年現在ではチェスのみならず囲

碁・将棋においてもソフトウェアが人間の能力を上回ることは広く受容されているが、2013 年

に初めて現役のプロ将棋棋士がソフトウェアに敗北した時にその棋士は非常に強い非難に晒さ

れた。これは知的な活動において AI が人の能力を超えていく過程を社会が経験していなかった

ための拒否反応ともいえる。こうした混乱は AI の利活用が一般社会に広がるにつれ広範かつ深

刻に発生することが懸念される。AI が存在する社会において人々が AI の判断のみならず他者

に対して下す評価や行動についての知見を学術的に探究する必要性は非常に高いと言える。AI

の利活用が進展する過程で生じる混乱と対応について学術的な知見がほぼ存在せず、かつ目前

に迫った課題であると考え本研究課題の構想に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は人と人工知能(AI)が混在した環境において人の道徳判断基準はいかに進化しうるの

かを明らかにする。AI 関連技術の急速な発展により人と AI の共存は世界的に大きな課題とな

っている。メディアにおいても人間の労働を代替するのかといった議論が多く交わされている。

しかしその多くは人の知的処理能力を超えるAIと人間の能力を如何に共存させるかという能力

的な共存関係が中心的な課題である。AI と道徳に関する研究も一部では進展しているが、例え

ば MIT で行われているモラルマシンプロジェクト も「AI(自動運転車)の道徳的判断基準はどう

あるべきか」という疑問に留まっている。本研究では人と AI が混在する環境で人が持つ道徳判

断基準がどのように変化するのかについて議論する。なぜなら人類より高い情報処理能力を持

つ存在が下した判断を人がどのように受け入れるのかについて学術的知見が完全に未整備だか

らである。人のみの環境において相互に他者を評価する際には、人は非常に単純な評価基準を採

用することが観察されている 。しかし現代の情報化社会においては人々の過去の行動履歴や人

間関係は広範に観測可能となり、それらのデータは利用可能な形で日々蓄積されている。こうし

た大量のデータとそれを高度に処理する機能が AI として実装される社会で、人々は他者をどう

評価するのか、AI やシステムから提供される情報をどのように利用するのか、またどのように

行動が変容するのかについては、既存の学問的積み上げからは推論・検討することが困難であり、

探索的に幅広く研究を進める必要がある。 

本研究課題は AI 時代の善きサマリア人の法を新たに探究するものといえる。善きサマリア人

の法とは、善意により誠実に行動した結果の失敗・損失は責任を問われないという考えである。

これは人間の限定合理性や情報処理能力等の制約を前提としている。では大量な情報に対して

高い処理能力が実装された AI が存在する今後の情報化社会においてどのような「新たな善きサ

マリア人の法」が求められるのであろうか？本研究ではこの問いに人・AI 混在環境における人



の道徳判断基準の進化というアプローチで答えようとするものである。 

協力の進化に関する近年の研究で、これまでの理論的な予測とは異なり人々は正当化される

非協力に対しては良い・悪いの判断を避け中立的な態度をとることがわかった。他方で「悪い人

を助ける（正当化されない協力）」については良いと判断することがわかった。つまり、正当化

される非協力については人々は自身での判断を避けて正当化も不当化もしない。では、正当化さ

れる非協力を他者が判断する際には人々はその判断をどのように評価するのであろうか。例え

ば組織内であれば、上司にあたる人間がある人の行動の善悪を判断し評価する場面が該当しよ

う。さらにはこうした人の行動に対する判断に AI が導入された場合、受容の度合いは人間が下

す判断とどのように異なるのであろうか。この疑問に答えることは、AI が広く実装される社会

で、人々は他者をどう評価するのか、AI やシステムから提供される情報をどのように利用する

のか、またどのように行動が変容するのかについて理解するために重要な課題である。 

 

３．研究の方法 

本研究の目的を達成するために次の 3 つのサブ課題について被験者実験を中心に Web 調査、

シミュレーション、ソーシャルメディア分析を援用し探索的に研究する。 

1. 人・AI 混在環境において、人はどのような道徳判断基準をもつのか。それは従来の人

間のみが存在するときの道徳判断基準とは異なるのか。 

2. 人・AI混在環境において、人々は AIが提供する情報をどのように利用し、人々の行動

はどのように変わるのか。 

 

これまでの社会的ジレンマに関する被験者実験の多くは人同士の集団、もしくは人同士と教

示するが背後では単純なプログラムが動いているなど、被験者に人間同士の相互作用であるこ

とを意識させるものが主流であった。本課題ではそこに AI が混在することを明示することで行

動戦略や判断基準がどのように変化するかを分析する(サブ課題 1)。また、AIが用いる戦略や情

報を操作し様々なタイプの AI が混在する環境で人々の振舞いがどのように変化するのかを分析

する(サブ課題 2)。 

 

４．研究成果 

本研究課題では人間の行動メカニズムを明らかにする被験者実験と、人々の行動モデルの理

論的妥当性や異なる環境下での振る舞いを予測するためのエージェントシミュレーションを併

せて用いることで、理論・実践の両面から総合的に検討をおこなった。 

理論モデルの構築においては「規範混在系」のエージェントシミュレーションをおこなった。

複数の規範が混在する環境をモデル化し協力と規範の共進化メカニズムを分析した。その結果、

協力の進化に必要な規範・協力の維持に必要な規範を明らかにすることができた[1,2]。また、

囚人のジレンマにおいてゲームに参加しないという行動選択を可能にした場合の支配戦略を明

らかにすることに成功した[3]。 

被験者実験においては、人が持つバイアスの特徴が向社会的行動を規定する要因となりうる

のかを明らかにするための実験[4,5]や、間接互恵状況下において特定の条件がそろうと人々が

他者の行動に対する評価を保留することを明らかにした[6]。本研究課題の最大の目的である人・

AI 共存下での道徳判断基準の進化についてはこの状況に着目し、様々な状況を想定したシナリ

オ実験を中心に人・AI共存環境における人の同党判断基準ならびに AIの判断の受容過程につい

て分析した[7,8,9]。 



社会における実証面では、新型コロナウィルス感染拡大時の様々な行動自粛に関して社会的

ジレンマの枠組みで 2020 年から継続的にパネル調査を実施し、他罰的な規範を持つ人々の特徴

やメディア接触の影響を明らかにした[10,11]。 
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